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東
日
本
大
震
災
津
波
の
発
生

か
ら
、本
年
３
月
11
日
で
13
年
と

な
り
ま
す
。改
め
て
、犠
牲
に
な

ら
れ
た
方
々
に
、謹
ん
で
哀
悼
の

誠
を
捧
げ
ま
す
。

　
岩
手
県
は
、東
日
本
大
震
災
津

波
か
ら
の
復
興
に
当
た
り
、「
い
の

ち
を
守
り
　
海
と
大
地
と
共
に

生
き
る
　
ふ
る
さ
と
岩
手
・
三
陸

当誌に掲載されている情報は、2024年2月1日現
在のものです。新型コロナウイルス感染症の拡大な
どの状況によっては、掲載した内容に変更が生じる場
合があります。
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■当選商品：三陸まるごとほたてカレー２個セット
（CAFE DE CURRY KOJIKA）
■当選者数：4名様
■応募期間：2024年3月1日（金）〜
3月17日（日）
■応募⽅法：「＃いわてグラフ」をつけて、
あなたが読んでほしい・見てほしいと感じ
た内容をX（旧Twitter）、Facebook、
Instagram、いずれかのSNSから投稿して
ください。投稿いただいた⽅の中から抽選
で岩⼿のいいものをプレゼントします。
■当選発表：当選した⽅にはダイレクトメッ
セージにてお知らせします。ダイレクトメッ
セージを受け取れるよう設定してください。 
■商品の発送時期：2024年3月下旬頃を
予定しています。
■お問合わせ先：県庁広聴広報課
019-629-5283

X（旧Twitter）、Facebook、Instagram
に「＃いわてグラフ」をつけて、投稿すると
岩⼿のいいものをプレゼント！

　

２
０
２
３
年
６
月
４
日
、

天
皇
皇
后
両
陛
下
ご
臨
席
の
も

と
、「
第
73
回
全
国
植
樹
祭
い
わ

て
2
0
2
3
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
式
典
会
場
の
高
田
松
原
津

波
復
興
祈
念
公
園
と
県
内
の
サ

テ
ラ
イ
ト
会
場
を
合
わ
せ
、県
内

外
か
ら
7
0
0
0
人
を
超
え
る

方
々
が
参
加
。
森
林
や
林
業
に

対
す
る
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、こ
れ
ま
で
に
頂
い
た
支
援
へ

の
感
謝
と
、
復
興
に
取
り
組
む

姿
を
発
信
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
久
慈
市
や
山
田
町
に

新
た
な「
道
の
駅
」
が
開
業
し
、

岩
手
県
立
陸
前
高
田
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
す
る
な
ど
、復
興
に
向

か
っ
て
着
実
に
歩
み
を
進
め
る

三
陸
。そ
の
一
方
で
、震
災
を
経

験
し
て
い
な
い
世
代
へ
の
伝
承

な
ど
、取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
課

題
も
あ
り
ま
す
。　

　

時
間
の
経
過
と
と
も
に
震
災

の
風
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
私
た
ち
が
震
災
か
ら
得
た

教
訓
は
世
界
中
の
人
々
に
必
要

な
も
の
。い
つ
起
き
る
か
分
か
ら

な
い
災
害
か
ら
い
の
ち
を
守
る

た
め
、
震
災
の
事
実
と
教
訓
を

多
く
の
人
に
発
信
し
、
次
の
世

代
へ
伝
承
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

詳しくはこちらを
ご確認ください▲

震
災
を
学
び
、復
興
の
姿
を
見
つ
め
る
た
め
、

歩
み
を
進
め
る
三
陸
へ
！

震
災
の
教
訓
を
学
び
な
が
ら
、

自
然
の
魅
力
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

の
創
造
」を
目
指
す
姿
と
し
、国

内
外
か
ら
多
く
の
御
支
援
を
頂
き

な
が
ら
、県
民
一
丸
と
な
っ
て
復

興
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
復
興
道
路
や
津
波
防
災
施
設

の
整
備
な
ど
の
多
く
が
完
了
し
ま

し
た
が
、復
興
の
ス
テ
ー
ジ
が
進

む
に
つ
れ
、新
た
な
課
題
も
顕
在

化
し
て
い
ま
す
。引
き
続
き
、被

災
者
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
応
じ

た
き
め
細
か
い
支
援
や
、主
要
魚

種
の
不
漁
対
策
な
ど
な
り
わ
い
の

再
生
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も

に
、「
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
沿

い
巨
大
地
震
」に
備
え
、関
係
機

関
と
連
携
し
た
防
災
・
減
災
対
策

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、「
誰
一
人
と
し

て
取
り
残
さ
な
い
」と
い
う
理
念

の
も
と
、新
し
い
三
陸
の
創
造
を

目
指
し
、復
興
の
そ
の
先
を
見
据

え
た
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
３
月
11
日
は
、「
東
日
本
大
震

災
津
波
を
語
り
継
ぐ
日
」で
す
。

復
興
の
歩
み
の
中
で
得
ら
れ
た
多

く
の
絆
や
、人
と
人
と
が
支
え
合

う
こ
と
の
大
切
さ
を
胸
に
、東
日

本
大
震
災
津
波
の
教
訓
を
次
世

代
へ
語
り
継
ぎ
、一
人
ひ
と
り
の

大
切
な
人
に
想
い
を
寄
せ
な
が

ら
、力
を
合
わ
せ
て
、ふ
る
さ
と

岩
手
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

岩手県知事

東
日
本
大
震
災
津
波
か
ら

13
年
を
迎
え
て

　
始
め
に
、今
般
の
令
和
６
年
能

登
半
島
地
震
で
犠
牲
に
な
ら
れ

た
方
々
の
御
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。ま
た
、被
害
に
遭
わ

れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

震
災
の
教
訓
を

震
災
の
教
訓
を

未
来
に
つ
な
ぐ

未
来
に
つ
な
ぐ

［
特
集
1
］震
災
か
ら
13
年

　

震
災
の
事
実
と
教
訓
を
国

内
外
へ
発
信
し
、後
世
へ
伝
承

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
東

日
本
大
震
災
津
波
伝
承
館
。

解
説
員
を
務
め
る
千
田
房ふ
さ

代よ

さ
ん
は
、大
船
渡
市
三
陸
町

出
身
。最
近
は
震
災
を
経
験

し
て
い
な
い
子
ど
も
た
ち
や
、

県
外
か
ら
の
来
館
客
が
増
え

て
い
る
と
言
い
ま
す
。

　
「
大
震
災
は
絶
対
に
忘
れ

て
は
い
け
な
い
こ
と
。自
然
災

害
は
い
つ
ど
こ
で
起
き
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。だ
か

ら
こ
そ
、日
頃
の
備
え

と
訓
練
が
大
事
。こ
こ

で
の
学
び
を
通
し
て
、

命
の
守
り
方
を
伝
え
て

い
き
た
い
」と
話
し
ま

す
。

　

解
説
員
と
し
て
来
館

者
に
接
す
る
中
で
、地

球
の
活
動
に
興
味
を
抱

い
た
千
田
さ
ん
は
、三

陸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定

ガ
イ
ド
と
し
て
も
活
躍
し
て
い

ま
す
。「
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力

は
、地
球
の
時
間
を
感
じ
ら
れ

る
こ
と
。景
観
が
作
り
出
さ
れ

た
過
程
を
知
る
と
、よ
り
深
く

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
」

と
、千
田
さ
ん
。

　

自
然
の
「
脅
威
」
と
「
恵

み
」の
両
方
と
共
に
歩
む
三

陸
。そ
の
歩
み
を
見
つ
め
る
こ

と
で
、震
災
の
学
び
や
、ふ
る

さ
と
へ
の
思
い
を
深
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

伝
承
館
の
解
説
員
と
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
ガ

イ
ド
を
務
め
る
千
田
房
代
さ
ん
。

「
第
73
回
全
国
植
樹
祭
い
わ
て
2
0
2
3
」

式
典
の
様
子

「
第
73
回
全
国
植
樹
祭
い
わ
て
2
0
2
3
」

天
皇
皇
后
両
陛
下
に
よ
る
お
手
植
え

岩
手
県
立
陸
前
高
田
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

（
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
陸
前
高
田
キ
ャ
ン
プ

フ
ィ
ー
ル
ド
）

震
災
の
教
訓
を

未
来
に
つ
な
ぐ
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『みんながいるから』
　「かかわる」をテーマにした作品
です。キッチンカーの「カーチン」を
主人公に、仲間や地域の人々との
触れ合いや困難を共に乗り越える
体験を通して、成長していく物語で
す。誰かのために自分が役立てる
ことなどに気づき、「かかわること
による自己の成長」を実感してい
きます。

［
特
集
1
］震
災
か
ら
13
年

　「予測不可能な社会を生きるために」という
テーマを掲げ、同校では防災意識を高めるさま
ざまな取り組みを行っています。水害の怖さを
学ぶ北上川の水害学習や、身近な通学路の危
険個所の確認、大船渡高校との交流を通した
震災・復興学習のほか、避難訓練や避難所運営
ゲームで災害時の具体的な行動についても体験
的に学んでいます。こうした学びを通して生徒た
ちは、「自分たちにできることは何か」を自問自
答。予測できない災害にどう向き合うかを、普
段から考え、行動できる力を育んでいます。

　同校では、沿岸地域の震災伝承施設などの見
学や人々との関わりを通して、復興や防災につい
て学ぶため、２学年を対象とした１泊２日の宿泊
研修を実施しました。研修では、県立野外活動セ
ンターでの避難所設営やキャッセン大船渡での
AR防災ゲームを体験したほか、東日本大震災津
波伝承館などを見学。また、三陸鉄道の震災学習
列車（釜石駅～盛駅間）で車窓からの様子を見な
がら復興状況を学びました。生徒たちは研修で学
んだことをまとめ、自分たちが未来のためにでき
ることを発表会や個人新聞で発信しています。

　２０２３年11月、岩⼿県立図書館に震災・防災
の学び合いスペース「I（あい）-ルーム」を開設
しました。書架には、東日本大震災津波やさま
ざまな災害、防災に関する資料や関連本など、
約１万点を配架。県内の避難所や市町村のチラ
シ、発行物なども集められ、当時の様子を時系
列で追うことができます。
　I-ルームでは、職員がこれらの図書や資料の
探し⽅、調べ⽅を支援したり、テーマや学習内容
に応じた図書をセットで貸し出すなど、児童生徒
やグループの探究的な学びをサポート。また、自
然災害を総合的に学べる拠点として、県内の震
災伝承施設と連携し、各施設の特色や展示など
についても紹介しています。
　「内陸に震災と防災に特化した拠点を作るこ
とで、沿岸部での教育旅行の事前学習や研究者
のリサーチなど、いろいろな使い⽅ができます。
多くの人が震災に触れ、考えるきっかけになれ
ば」と、森本晋

しん
也
や

館長。今後は防災に関するワー
クショップなども企画していく予定です。

　就学前の子どもたちにも、絵本を通して震災の学
びを伝えてみませんか。県は「いわての復興教育」の
3つの教育的価値である「いきる・かかわる・そなえ
る」をテーマにした絵本を作成しています。幼稚園な
どの就学前施設や学校、図書館などに配付している
ほか、県ホームページからもダウンロード
できますので、ぜひご活用ください。
［問］県教育委員会事務局学校教育室
019-629-6139

『てとてをつないで』
　「いきる」をテーマにした作品で
す。⼿の温もりを通して親から子へ
と命が引き継がれていること、不
安なことに遭遇した時でも⼿をつ
ないでもらうことで安心感を得ら
れるということを伝えています。風
景などの描写に岩⼿らしさを盛り
込み、ふるさとを愛する気持ちも
育みます。

『だいじなもの』
　「そなえる」をテーマにした作品
です。主人公の「のんくん」と「みー
たん」は、ある日突然、非日常の世
界へと迷い込みます。不安や空腹、
寒さなどを乗り越え、元の世界に
戻った２人。不思議な世界での経
験や教訓から、「困ったときにある
といい大事なもの」について考え
るきっかけを作ります。

多様な体験や学びを通して、
自分たちにできることを考える

ふるさとの未来を支えるために、
地元の震災と復興を学ぶ

岩⼿県立金ケ崎高等学校釜石市立釜石中学校

　

東
日
本
大
震
災
津
波
の
事
実
と
教

訓
を
学
び
、伝
え
て
い
く
こ
と
は
、郷

土
を
愛
し
、地
域
の
復
興
・
発
展
を

支
え
る
人
材
を
育
て
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

県
は
、震
災
の
教
訓
を
生
か
し
、

未
来
を
創
造
し
て
い
く
た
め
に
、「
い

わ
て
の
復
興
教
育
」を
基
盤
と
し
た

学
校
教
育
を
進
め
て
い
ま
す
。そ
れ

ぞ
れ
の
学
校
で
地
域
に
応
じ
た
取
り

組
み
を
進
め
、子
ど
も
た
ち
に「
生
き

る
力
」を
育
む
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
を
共
有
す
る
た

め
、毎
年
、「
い
わ
て
の
復
興
教
育
」

児
童
生
徒
実
践
発
表
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。2
0
2
3
年
度
の
発
表
会

で
は
、山
田
町
立
山
田
小
学
校
、釜

石
市
立
釜
石
中
学
校
、宮
古
恵
風
支

援
学
校
に
よ
る「
実
践
発
表
」が
行

わ
れ
た
ほ
か
、「
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
」に
は
、大
迫
・
金
ケ
崎
・
大

船
渡
・
岩
泉
の
４
県
立
高
校
が
登

場
。復
興
教
育
か
ら
得
た
学
び
な
ど

に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

震
災
の
学
び
を
教
育
に
生
か
し
、

「
生
き
る
力
」を
育
ん
で
い
く

図書館内に新設された「I-ルーム」。
ここでは会話もできるのでグループ学
習やワークショップなどに最適です。

岩⼿県立図書館の森本晋也館長 震災当時、避難所などで発行されたチラシ

［問］岩手県立図書館
盛岡市盛岡駅西通一丁目7番1号
いわて県民情報交流センター（アイーナ）内
019-606-1730　 岩⼿県立図書館HPはこちら▲

絵本のダウンロードはこちら▲

震災と防災の学習拠点として、図書館を活用しよう！

震災の教訓を、絵本で読み聞かせしませんか？


